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1) 二つのファイル「SHEETS.xlsx」、「CODES.txt」をダウンロードする。 
2) EXCEL ファイル「SHEETS.xlsx」を開く。「編集を有効にする」ボタンが表示されたら

押して編集可能にする。 
3) EXCEL で「表示」「マクロ」「マクロの表示」を選択する。 

 
 

4) マクロ名を「Macro1」とし「作成」ボタンを押す。（1 は半角数値の「いち」） 

 
 

5) 「Sub Macro1() ... ' End Sub」と作成されているのですべてを削除して空白にする。 
6) 「CODES.txt」を開き、「編集」「すべてを選択」を押してすべての行を選択する。 
7) さらに「編集」「コピー」を選択。 

 



8) そのまま 5) で示した EXCEL の
画面に戻り、「編集」「貼り付け」
で CODES.txt の内容をすべて貼
り付ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9) 8) の画面で「ファイル」「終了して Microsoft Excel に戻る」を選択。 

 
 

10) EXCEL のシート画面に戻るので、11) 以降の手順でファイルを「マクロ有効形式」で
保存する（マクロ有効形式にする必要がある）。 
 

11) A) EXCEL で「ファイル」「名前を付けて保存」を選択し、B) 保存先を指定し、必要で
あればファイル名を自由に変更し （この例では SHEETS_MACRO）、C) ファイルの種
類を「EXCEL マクロ有効ブック」に変更し、「保存」ボタンを押す。 

 
12) これでマクロ付き EXCEL ファイルが保存される。 
13) マクロが含まれるファイルのため、コンピュータウィルスが気になることがある。配布

の時点では十分な注意を払っているが、念のためマクロを含む EXCEL ファイルを各自
のウィルス対策ソフトで検証確認しておくことが望ましい。 



14) マクロ有効 EXCEL の動作確認のため次の手順を行う。 
15) これまでに開いた EXCEL ファイル、txt ファイルをすべて閉じる。 
16) 11) で保存した EXCEL ファイルを開く。このとき「コンテンツの有効化」ボタンを押

してマクロを有効化する。 

 
17) 別途配布している使用マニュアルに従って動作確認を行う。マニュアルどおりに一連の

計算ができればダウンロード完了で、そのまま活用できる。 

 
以上 

 


